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地
震
や
雨
・
風
な
ど
に
よ
る
災
害
は
い
つ

起
こ
る
か
分
か
り
ま
せ
ん
。
こ
の　

年
ほ

１５

ど
の
間
だ
け
で
も
、
北
海
道
に
大
き
な
被

害
を
も
た
ら
し
た
災
害
が
、
７
件
も
発
生

し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
北
海
道
に
直
接
大

き
な
被
害
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
兵

庫
県
南
部
地
震
（
阪
神
・
淡
路
大
震
災
）
や

新
潟
県
中
越
地
震
な
ど
、
広
範
囲
に
渡
り

大
き
な
被
害
が
出
た
災
害
も
あ
り
ま
し
た
。

　

こ
の
よ
う
に
大
き
な
災
害
が
発
生
し
た

と
き
は
、
家
屋
の
倒
壊
や
同
時
多
発
的
な

火
災
、
地
滑
り
や
地
盤
の
変
形
な
ど
に
よ

る
道
路
の
寸
断
で
、
警
察
や
消
防
、
自
衛

隊
な
ど
の
防
災
関
係
機
関
が
、
た
だ
ち
に

救
助
・
救
護
活
動
を
行
う
こ
と
は
困
難
と

な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

　

ま
た
、
日
常
生
活
に
不
可
欠
な
電
気
・

水
道
・
ガ
ス
・
通
信
な
ど
の
供
給
路
が
断

絶
し
、
生
活
に
大
き
な
影
響
が
出
る
こ
と

も
考
え
ら
れ
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
に
突
然
起
き
る
災
害
で
、
救

援
が
す
ぐ
来
な
か
っ
た
り
、
連
絡
が
途
絶

え
た
り
し
て
戸
惑
う
こ
と
が
な
い
よ
う
、

日
ご
ろ
か
ら
災
害
に
対
す
る
備
え
と
心
が

け
が
重
要
で
あ
り
、
い
ざ
と
い
う
と
き
に

は
自
分
の
身
は
自
分
で
守
る
と
い
う
意
識

を
持
つ
こ
と
が
大
切
に
な
り
ま
す
。
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災
害
に
強
い
ま
ち
づ
く
り
の
重
要
な
も

の
の
ひ
と
つ
に
、
地
域
の
方
た
ち
が
ま
と

ま
っ
て
協
力
し
助
け
合
う
、
自
主
防
災
組

織
が
あ
り
ま
す
。
こ
れ
は
災
害
発
生
時

に
、

�
危
険
の
拡
大
を
抑
え
る

�
一
人
で
も
多
く
の
方
が
危
険
か
ら
逃
れ
る

�
混
乱
を
避
け
る

と
い
う
よ
う
な
こ
と
を
目
的
に
、
実
際
に
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規 模・被 害 等名 称 等発 生 日

日高地方を中心に豪雨台風１０号平成１５年８月１０日風
水
害

道内全域での暴風台風１８号平成１６年９月８日

局地的な烈風佐呂間町の竜巻平成１８年１１月７日
奥尻島に甚大な被害
マグニチュード７．８北海道南西沖地震平成５年７月１２日

地
震
な
ど

釧路市を中心に被害
マグニチュード８．２

 １９９４年
北海道東方沖地震平成６年１０月４日

洞爺湖温泉街に被害有珠山噴火平成１２年３月３１日

釧路市を中心に被害
マグニチュード８．０

 ２００３年
十勝沖地震平成１５年９月２６日
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防
災
活
動
を
行
う
、
地
域
の
方
た
ち
で
つ

く
る
防
災
の
た
め
の
組
織
で
す
。

　

実
際
、
平
成
７
年
１
月
に
起
き
た
兵
庫

県
南
部
地
震
（
阪
神
・
淡
路
大
震
災
）
で

は
、
発
生
直
後
の
救
助
・
救
出
（
生
き
埋

め
や
倒
壊
家
屋
な
ど
で
の
閉
じ
込
め
）
に

お
い
て
、
お
よ
そ
６
割
も
の
方
が
家
族
や

隣
近
所
の
方
に
助
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

そ
こ
で
市
は
、
そ
の
組
織
づ
く
り
と
、

い
ざ
と
い
う
と
き
に
組
織
的
な
活
動
が
円

滑
に
で
き
る
よ
う
、
地
域
住
民
の
方
に
役

立
て
て
も
ら
う
た
め
、
昨
年
７
月
、
自
主

防
災
組
織
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
を
作
成
し
、
市

内
の
町
会
長
に
配
布
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、　

月
に
は
上
幌
向
地
区
の
自
主

１１

防
災
組
織
が
、
実
際
に
体
験
し
て
み
よ
う

と
、
自
衛
隊
や
消
防
、
警
察
な
ど
の
防
災

関
係
機
関
の
協
力
を
得
て
、
お
よ
そ　

人
４００

が
参
加
し
て
、
防
災
訓
練
を
行
い
ま
し

た
。

　

大
き
な
災
害
が
発
生
し
た
と
き
頼
り
に
な

る
の
は
、
家
族
や
隣
近
所
の
方
た
ち
で
す
。

地
域
で
の
訓
練
な
ど
を
通
じ
て
、
防
災
に
対

す
る
正
し
い
知
識
を
身
に
付
け
る
な
ど
、
い

ざ
と
い
う
時
に
、
落
ち
着
い
て
行
動
で
き
る

よ
う
に
し
て
お
き
ま
し
ょ
う
。
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災
害
が
発
生
し
た
と
き
は
、
正
確
な
情

報
を
入
手
す
る
こ
と
が
重
要
で
す
。
こ
れ

ま
で
は
、
Ｆ
Ｍ
は
ま
な
す
や
街
頭
放
送
、

市
お
よ
び
消
防
の
広
報
車
、
同
報
無
線

（
北
村
地
区
・
栗
沢
町
地
区
）
な
ど
が
主

な
情
報
の
入
手
先
で
し
た
が
、
こ
れ
ら
に

加
え
、
昨
年
７
月
か
ら
、
防
災
Ｆ
Ａ
Ｘ
に

よ
る
連
絡
網
の
整
備
を
は
じ
め
ま
し
た
。

　

平
成　

年
度
は
、
岩
見
沢
市
町
会
連
合

１８

会
を
構
成
す
る　

の
地
区
町
会
連
絡
協
議

２２

会
を
対
象
に
整
備
し
、
平
成　

年
度
末
ま

１９

で
に
は
、
町
会
連
合
会
加
盟
以
外
の
地
区

と
北
村
・
栗
沢
町
地
区
の
整
備
を
終
え
る

予
定
で
す
。

　

こ
の
連
絡
網
の
整
備
に
よ
り
、
こ
れ
ま

で
以
上
に
地
域
の
実
情
に
即
し
た
情
報
を

得
や
す
く
な
る
ほ
か
、
災
害
情
報
に
限
ら

ず
、
緊
急
時
の
連
絡
網
と
し
て
も
活
用
が

期
待
さ
れ
ま
す
。
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実
際
の
災
害
時
に
、
自
主
防
災
組
織
と

と
も
に
救
助
・
救
護
活
動
の
大
き
な
力
に

な
る
の
が
、
災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
す
。

こ
の
災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
は
、
活
動
内
容

に
よ
っ
て
は
資
格
や
専
門
知
識
が
必
要
と

な
る
場
合
も
あ
り
ま
す
が
、
資
格
な
ど
が

な
く
て
も
、
被
災
し
た
方
た
ち
の
た
め
に

な
る
活
動
が
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
。

　

特
に
、
大
規
模
で
長
期
化
す
る
よ
う
な

災
害
で
は
、
個
人
的
な
要
求
が
増
え
、
救

援
活
動
全
体
の
中
で
も
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
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兵庫県南部地震（阪神・淡路大震災）
で、生き埋めや建物内に閉じ込めら
れた方の救助・救出の手段

���������� ���������������������
　地震や風水害などの災害発生時は、

２４時間体制で災害情報を提供します。

災害情報等をＦＡＸで送信

それぞれの地区の連絡網を
使って情報を伝達

市民は地域の実情に即した情報を、いち早く得ることが可能とな
るだけでなく、緊急時の連絡網としても機能する。
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動
は
、
質
・
量
と
も
に
重
要
な
部
分
を
占
め

る
よ
う
に
な
り
ま
す
。
そ
の
よ
う
な
時
、

被
災
者
と
同
じ
気
持
ち
・
立
場
に
立
つ
こ

と
で
は
じ
め
て
見
え
て
く
る
も
の
も
あ

り
、
結
果
的
に
皆
さ
ん
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

と
し
て
の
活
動
が
、
公
的
な
救
援
・
救
護
活

動
を
上
回
る
人
道
的
な
被
災
者
救
援
が
実

現
す
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
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○
ま
ち
づ
く
り
出
前
講
座

　

町
会
や
サ
ー
ク
ル
、
企
業
等
を
対
象

に
、
地
震
・
風
水
害
・
火
災
な
ど
の
災
害

が
発
生
し
た
場
合
の
対
処
方
法
、
避
難
時

の
ポ
イ
ン
ト
、
災
害
に
備
え
て
備
蓄
す
べ

き
も
の
の
紹
介
、
自
主
防
災
組
織
の
必
要

性
と
組
織
の
設
置
、
非
常
食
の
試
食
な

ど
、
皆
さ
ん
の
防
災
意
識
を
高
め
て
も
ら

う
機
会
と
し
て
利
用
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

出
前
講
座
は
随
時
受
け
付
け
し
て
い
ま

す
の
で
、
受
講
を
希
望
す
る
方
は
、
市
防

災
対
策
室
へ
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

○
市
民
参
加
に
よ
る
防
災
訓
練

　

警
察
や
自
衛
隊
、
消
防
な
ど
の
防
災
関

係
機
関
、
電
気
・
水
道
・
ガ
ス
・
通
信
な

ど
、
日
常
生
活
と
関
係
の
深
い
機
関
と
、

多
く
の
市
民
の
皆
さ
ん
が
参
加
す
る
大
規

模
な
防
災
訓
練
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

訓
練
は
、
住
民
の
避
難
を
は
じ
め
、
炊

き
出
し
や
消
火
、
救
助
、
搬
送
な
ど
で
、

訓
練
の
実
施
地
区
は
、
市
町
会
連
合
会
と

打
ち
合
わ
せ
の
上
決
定
し
て
い
ま
す
。

○
応
急
・
復
旧
に
係
る
協
定
の
締
結

　

災
害
時
の
応
急
対
策
や
復
旧
対
策
に
万

全
を
期
す
る
と
と
も
に
、
皆
さ
ん
の
生
活

を
一
日
も
早
く
安
定
さ
せ
る
た
め
、
市
だ

け
で
は
賄
え
な
い
よ
う
な
、
救
援
・
救
助
に

係
る
資
材
や
機
材
の
確
保
な
ど
に
関
す
る

協
定
を
、
関
係
機
関
と
結
ん
で
い
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　

◇

　

市
は
、
自
然
災
害
や
異
常
気
象
な
ど
か

ら
皆
さ
ん
の
生
命
と
財
産
を
守
り
、
地
域

の
安
全
と
市
民
生
活
の
安
心
を
高
め
る
た

め
、
災
害
に
強
い
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
て

い
ま
す
。

　

し
か
し
、
災
害
は
い
つ
発
生
す
る
か
予

測
が
つ
き
ま
せ
ん
。
さ
ら
に
、
災
害
の
規
模

が
大
き
く
な
れ
ば
な
る
ほ
ど
、
防
災
関
係

機
関
の
救
助
・
救
護
活
動
に
時
間
が
か
か

る
こ
と
も
あ
る
こ
と
か
ら
、「
自
分
の
身
は

自
分
で
守
る
」
と
い
う
意
識
を
持
ち
、
日
ご

ろ
か
ら
災
害
に
対
す
る
備
え
と
心
構
え
を

持
つ
こ
と
が
大
切
で
す
。

　

そ
の
た
め
に
も
、
日
ご
ろ
か
ら
防
災
を

テ
ー
マ
に
し
て
地
域
で
話
し
合
っ
た
り
、
隣

近
所
の
家
族
構
成
や
生
活
ぶ
り
な
ど
の
情

報
を
共
有
し
た
り
す
る
な
ど
、
身
近
な
と
こ

ろ
か
ら
災
害
に
強
い
ま
ち
づ
く
り
に
向
け
、

取
り
組
み
を
進
め
て
い
き
ま
し
ょ
う
。
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災害ボランティアとは
　災害時に被災者への直接支援や、ボランティア
活動そのものの支援、また、行政・公的機関の支
援活動や後方支援活動などを行う方のことです。
　活動内容によっては、資格や専門的な知識など
を必要とする場合もありますが、これらを必要と
しない活動もたくさんあります。

募集する活動内容
������　被災住民の安否、炊き出しなどの避難所手伝い、物
　　　　　　資の仕分け、屋内外の片付け、募金活動など
������　医療・救護活動、通訳等の外国人支援、ボランティ
　　　　　　アのコーディネート、輸送作業、理・美容活動など
登録受付　４月２日�から随時（土・日曜日、祝日を除く）
受付時間　午前１０時３０分～午後３時３０分
受付場所　広域総合福祉センター（１１西３）�２５局５５１６
※未成年者の登録には、親権者の同意が必要です。
　市のホームページにも申請書を掲載していますので、印刷して

必要事項を記入し、提出できます。
　登録した方には後日、災害ボランティア登録証を郵送します。
　年１～２回程度の研修会を開催します。
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避難訓練での炊き出しの様子

問
合
先　

市
防
災
対
策
室

�����������������������������
����

���

����
����


